






要約:滋賀県において新生児濾紙血によるウィルソン病スクリーニングを行った。1995 年

1 月より 12 月末日までの実施状況は、初回検査件数が 8447 件で、検査率は約 68%であっ

た。同一検体での再測定値が 4mg/dl 未満のものを二次検査の対象とした。二次検査を要

するものは 212 件、検査率で 2.6%という高い数字となった。この二次検査のうち、現在

までに 174件が採血を実施し、三次検査の 6例を含めて、全例がカットオフを越えたため、

患者の発見には至らなかった。問題点としては、高い再検査率と再検査時期が遅れたこと

などが挙げられた。


